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148号のみどころ

５
月
14
日
（
水
）
に
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ

連
合
会
定
期
通
常
総
会
が
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船

堀
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
・
監
査
報
告
、
そ
し
て
今
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
が
決
議
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
任
さ
れ
た
会
長
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
ご
功
績
を
称
え
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。懇
親
会
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

各
ク
ラ
ブ
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
に
弾
み
が
つ
く
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
７
年
度
定
期
通

常
総
会
が
、
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
各
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
を
迎
え
、
多
く
の
会
長
の

皆
様
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
在
任
中
は
連
合

会
の
運
営
に
対
し
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
退
任
後

も
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
の
も

と
、
連
合
会
活
動
に
ご
助
力
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

今
年
度
も
会
員
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
、

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲出席された退任会長で記念撮影▲出席された退任会長で記念撮影 ▲定期通常総会▲定期通常総会

山
㟢
連
合
会
会
長
あ
い
さ
つ

くすのきクラブ連合会くすのきクラブ連合会
令和７年度定期通常総会令和７年度定期通常総会
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令
和
７
年
度
連
合
会
役
員
・
新
任
退
任
会
長
紹
介
（
敬
称
略
）

令
和
７
年
度

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員

会
長

　
延
寿
会�
　
山
㟢　
一
男

副
会
長

　
東
四
長
寿
会�

　
太
田　
建
夫

　
善
正
友
の
会�

　
松
岡　
　
弘

　
第
三
長
命
会�

　
川
島　
雄
次

　
扇
子
田
長
寿
会�

　
高
山　
　
稔

　
谷
河
内
集
和
会�

　
橋
本　
政
勝

　
七
寿
会�

　
田
中　
正
実

総
務
部
長

　
今
井
長
寿
会�

　
大
山　
芳
男

総
務
副
部
長

　
一
之
江
長
寿
会�

　
佐
藤　
和
子

総
務

　
友
和
こ
と
ぶ
き
会�　
鶴
岡　
重
彦

　
船
堀
親
和
会�

　
川
嶋　
慶
男

　
東
小
岩
一
丁
目
東
寿
会�　
花
房
ハ
ル
ミ

　
鹿
骨
第
一
健
和
会�　
田
島　
幹
久

会
計

　
葛
西
仲
町
第
二
永
寿
会�　
保
戸
田
三
枝

監
事

　
南
寿
会�

　
宇
野
澤
三
郎

　
興
宮
交
友
会�

　
髙
橋　
芳
嗣

研
修
部
長

　
一
之
江
こ
だ
ま
長
寿
会�

磯
野　
　
正

保
健
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
長

　
上
一
色
西
睦
会�

　
三
宅
み
さ
子

奉
仕
部
長

　
福
寿
会�

　
五
十
嵐
か
ず
子

広
報
部
長

　
さ
ざ
な
み
会�

　
赤
羽
根
智
英
子

新
任
会
長

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

西
南
福
寿
会�

　
森
山
智
以
子

西
小
岩
寿
会�

　
川
﨑　
重
子

上
小
岩
六
東
長
寿
会�

伊
藤　
達
子

松
寿
会�
甲
田　
和
春

平
井
東
長
寿
会�
滝
沢　
弘
子

昭
生
会�

佐
藤
佐
加
江

萬
年
青
会�

藤
田　
　
守

葛
西
仲
町
第
一
永
寿
会　
彦
田　
基
子

一
南
若
松
ク
ラ
ブ�

　
佐
藤　
洋
子

な
ぎ
さ
麗
樹
会�

　
滝
澤　
洋
雄

第
二
長
命
会�

　
渡
辺　
政
夫

椿
親
和
会�

　
椎
橋　
　
勇

第
二
新
田
長
寿
会�

　
関
口
た
つ
子

南
葛
西
ク
ラ
ブ�

　
波
多
野
チ
エ

シ
ル
バ
ー
５�

　
米
原　
　
穣

美
山
会�

　
玉
川
ト
ミ
子

超
壮
年
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ�

芳
賀　
徹
雄

つ
く
し
の
会�

　
髙
橋　
昭
代

西
南
福
寿
会�

　
太
田
二
三
子

西
小
岩
寿
会�

　
川
﨑　
文
夫

上
小
岩
六
東
長
寿
会�　
菅
沼　
　
久

松
寿
会�

　
飯
田　
昌
克

平
井
東
長
寿
会�

　
林　
　
敬
三

萬
年
青
会�

　
服
部　
泰
晴

一
南
青
葉
ク
ラ
ブ�

　
只
縄　
　
茂

葛
西
仲
町
第
一
永
寿
会�　
鳴
島　
孝
次

一
南
若
松
ク
ラ
ブ�

　
則
岡　
和
子

な
ぎ
さ
麗
樹
会�

　
河
瀬　
武
則

第
二
長
命
会�

　
関
口　
修
二

南
船
堀
親
睦
会�

　
石
川　
順
二

第
二
新
田
長
寿
会�

　
関
口
千
鶴
子

南
葛
西
ク
ラ
ブ�

　
佐
久
間　
清

韓
国
民
団
ク
ラ
ブ�

　
金　
　
奉
厚

シ
ル
バ
ー
５�

　
古
谷　
利
夫

コ
ン
ド
ミ
二
ア
ム
葛
西
ク
ラ
ブ�

近
衛　
義
弘

大
正
琴
江
戸
川
ク
ラ
ブ�

今
井
千
代
子

フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ�

　
山
本　
伸
義

カ
ス
テ
ッ
ロ�

　
尾
﨑　
瑞
栄

金
友
会�

　
横
田　
　
勲

美
山
会�
　
渋
谷　
富
子

超
壮
年
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ�
市
川　
英
世

つ
く
し
の
会�

　
岩
下　
成
雄

江
戸
川
高
麗
長
寿
会�　
金　
　
輝
男

退
任
会
長

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

再
開
ク
ラ
ブ
・
新
任
会
長

くすのきだより 令和7年（2025年）6月1日（ 2 ）第148号



令 和 ７ 年 度  主 な ⾏ 事 予 定

開催日 曜日 行事名 開催場所
  ６月 18 日 （水） 第 46 回リズム運動大会（小松川・葛西・東部） スポーツセンター
  ６月 27 日 （金） 第 46 回リズム運動大会（松江・小岩・鹿骨） 総合体育館
  ９月 13 日 （土）

笑顔いっぱい長寿の集い 区内各施設  ９月 14 日 （日）
  ９月 15 日 （月・祝）
10 月 12 日 （日） 第 48 回江戸川区民まつり 都立篠崎公園
10 月 23 日 （木） 第 53 回さわやか体育祭 スピアーズえどりくフィールド（陸上競技場）
10 月 31 日 （金） リズム運動地区交流会【東部地区】 東部区民館
11 月   ７日 （金） リズム運動地区交流会【葛西地区】 スポーツセンター
11 月 14 日 （金） リズム運動地区交流会【松江地区】 総合体育館
11 月 15 日 （土） リズム運動地区交流会【鹿骨地区】 総合体育館
11 月 21 日 （金） リズム運動地区交流会【小岩地区】 総合体育館
11 月 23 日 （日・祝） ウォーキングフェスタ 2025 未定
11 月 30 日 （日） リズム運動地区交流会【小松川地区】 小松川小学校
  ２月 11 日 （水・祝） 熟年文化祭 総合文化センター  ２月 12 日 （木）
  ３月   ７日 （土） 第 23 回合唱祭 総合文化センター

リズム運動大会リズム運動大会

リズム運動地区交流会リズム運動地区交流会

笑顔いっぱい長寿の集い笑顔いっぱい長寿の集い

熟年文化祭熟年文化祭

さわやか体育祭さわやか体育祭

合唱祭合唱祭

6月

11月

9月

2月

10月

3月

くすのきだより（ 3 ）令和7年（2025年）6月1日 第148号



【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、『
元
気
に
楽
し
く
』
会
員
み

ん
な
で
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
普
段
の
活
動
は
新
川
さ
く
ら
館
を
利
用
し
て
お
り
、

20
～
30
人
の
参
加
者
で
リ
ズ
ム
運
動
や
合
唱
祭
の
練
習

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
活
動

も
、
何
度
も
練
習
し
て
試
行
錯
誤
し

つ
つ
も
、
み
ん
な
と
て
も
楽
し
そ
う

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
海
ほ
た
る
・
菜
の
花
摘
み

日
帰
り
研
修
旅
行
に
行
っ
た
り
、
誕
生

月
の
会
員
に
は
お
祝
い
金
を
お
渡
し
し

た
り
と
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

活
動
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
保
持
を
目
的
と

し
て
三
角
自
治
会
の
活
動
で
あ
る

歩
け
歩
け
運
動
に
、
年
に
1
回

参
加
し
て
い
ま
す
。
約
10
人
が

参
加
し
、
え
ど
が
わ
金
魚
公
園

に
て
約
１
万
歩
歩
い
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
以
前
は
近
く
の
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
カ
ラ
オ
ケ
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
心
配
か
ら
な
か
な
か
再
開
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
会
の
運
営
に
お
い
て
は
、
月
に
1
回
、
パ
ソ
コ
ン
で

作
成
し
た
会
報
の
発
行
を
通
し
て
各
会
員
に
活
動
日
の

周
知
を
し
て
い
ま
す
。
予
定
が
分
か
り
や
す
い
と
、
と

て
も
評
判
が
良
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
同
士
和
気

あ
い
あ
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
ク
ラ
ブ
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク ラ ブ 紹 介

充
実
し
た
ク
ラ
ブ
活
動

一
人
一
人
が
楽
し
め
る
居
場
所
づ
く
り

鹿島みどり会
会長：小宮美佐夫
会員：51 人

鹿骨
地区

葛西
地区

三角クラブ
会長：塚越くに子
会員：85 人

元気なメンバーが集まっています

菜の花摘み日帰り研修にて

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

　
私
た
ち
鹿
島
み
ど
り
会
は
鹿
骨
四
丁
目
会
館
を
拠
点
に

誕
生
会
、
研
修
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

誕
生
会
は
3
カ
月
に
1
回
、
40

人
前
後
が
集
ま
る
大
盛
況
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
毎
回
、
食
事
と
飲
み
物
を

用
意
し
歓
談
で
雰
囲
気
が
和
ん
だ

後
、
誕
生
月
の
方
に
粗
品
を
提
供
、

終
盤
に
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
開
催
し

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
今
年
の
２
月
の
誕
生
会
で
は
、
前

半
に
区
職
員
の
方
を
招
い
て
、
初
め
て
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
自
転
車
交
通
安
全
講
座
を
し
て
い
た
だ
き
、
改

め
て
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
認
識
で
き

会
員
か
ら
好
評
で
し
た
の
で
、
今
後
も
開

催
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
週
火
・
土
曜
日
に
篠
崎
公
園
３
号
地

で
行
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
常
に
20

人
前
後
の
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
週
２
回
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
月
に

1
回
、
他
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
合
同
研

修
、
年
に
４
回
、
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
和
気
あ
い

あ
い
と
プ
レ
ー
し
、
会
員
同
士
・
他
地
区
と
の
親
睦
に
寄

与
し
、
健
康
の
保
持
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
運
営
の
中
で
ど
の
活
動
に
お
い
て
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
一
人
一
人
が
や
り
が
い

を
見
つ
け
ら
れ
る
活
動
を
続
け
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

誕生会の様子

自転車安全交通講座

くすのきだより 令和7年（2025年）6月1日（ 4 ）第148号



ク ラ ブ 紹 介

団
結
力
を
高
め
大
舞
台
へ

55
周
年
を
祝
っ
て

下小岩偕楽会
会長：山田　美代子
会員：79 人

小岩
地区

松江
地区

西小松川長寿会
会長：関口　貞夫
会員：66 人

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

　
西
小
松
川
長
寿
会
は
昭
和
42
年
11
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
２
年
前
に
は
創
立
55
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
会
員
の
健
康
を
維
持
し
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
の
各
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
主
に
西

小
松
川
町
会
会
館
を
使
用
し
て
役

員
会
、
毎
週
月
曜
日
に
リ
ズ
ム
運

動
、
大
会
前
に
は
輪
投
げ
の
練
習

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
コ
ロ

ナ
以
前
に
は
一
泊
旅
行
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
。
前
年
度
は
屋
形
船
を
計

画
し
た
と
こ
ろ
、
28
人
の
参
加
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
健
康
保
持
活
動
の
中
心

は
、
リ
ズ
ム
運
動
で
毎
回
20
人
程
が
参

加
し
て
指
導
の
先
生
と
和
気
あ
い
あ
い
と

練
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
は
高
速
７
号
線
下
の
な
で
し
こ
児
童
遊

園
で
、
毎
週
火
・
金
曜
日
に
８
人
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
町
会
と
の
交
流
は
、
盆
踊
り
や
大
会
に
2
日
で
45
人
、

防
災
訓
練
に
15
人
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
松
江
地
区
交
流
会
の
懇
親
会
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
会
員
各
々
が
好
き
な
活
動
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

レクリエーション屋形船

熟年文化祭に出演しました

【
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
】

　
下
小
岩
偕
楽
会
は
令
和
６
年

に
創
立
55
周
年
の
お
祝
い
を
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
以
降
は
「
新

年
懇
親
会
」「
日
帰
り
研
修
旅
行
」

「
長
寿
の
祝
い
」
な
ど
が
で
き
な

く
な
り
、
会
の
活
動
が
低
迷
し
、

会
員
数
も
激
減
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
、

リ
ズ
ム
部
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
よ
う
と
、
工
夫
の
一
つ
と
し
て
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
変
更
し
部
員
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。
目
立

つ
色
合
い
、
活
動
し
や
す
い
型
、
リ
ズ
ム
運
動
以
外
の
町

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
着
用
す
る
こ
と
で
、
当
初
の
目

的
の
一
体
感
が
叶
い
、
毎
週
の
練
習
も
ほ
ぼ
全
員
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
団
結
力
が
高
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
令
和
６
年
度
の
熟
年

文
化
祭
の
大
ホ
ー
ル
へ
の
初
出
場
を
決
意
し
、
練
習
に
励

み
ま
し
た
。
当
会
は
90
歳
近
く
の
方
が
多
く
、
当
初
は

参
加
で
き
る
の
か
不
安
も
ひ
と
し
お
で
し
た
が
、
当
日
は

全
員
参
加
で
見
事
に
踊
り
切
り
、
笑
顔
は
そ
の
後
の
リ
ズ

ム
運
動
に
表
れ
て
い
ま
す
。
左
記
は
、
皆
さ
ん
の
感
想
で

す
。

◎
「
大
き
な
舞
台
で
こ
ん
な
に
踊
れ
た
ん
だ
」
と
び
っ
く  

　
り
さ
れ
た
。

◎
「
曲
が
短
く
感
じ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
」

　
リ
ズ
ム
運
動
は
健
康
に
有
効
な
だ
け
で
は
な
く
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
た

り
、
情
報
交
換
が
で
き
た
り

し
て
、
自
分
の
可
能
性
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
来
年
も
参
加
で
き
る
よ
う

楽
し
く
練
習
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

笑顔で記念撮影

カラオケ部の皆さん

くすのきだより（ 5 ）令和7年（2025年）6月1日 第148号



金
賞

◆
手
芸
の
部

矢
部
ト
モ
イ
（
明
大
ク
ラ
ブ
）

加
瀬　
貞
子
（
二
之
江
中
央
ひ
ま
わ
り
会
）

前
原　
勝
子
（
五
仲
熟
年
ク
ラ
ブ
）

◆
俳
句
の
部

濱
田　
　
人
（
延
寿
会
）

小
林　
文
良
（
く
る
み
会
）

池
田　
秀
夫
（
な
ぎ
さ
吹
矢
サ
ー
ク
ル
）

◆
短
歌
の
部

降
籏　
　
昭
（
清
新
南
ハ
イ
ツ 

プ
ロ
バ
ン
ス
会
）

銀
賞

◆
絵
画
の
部

鎌
田　
一
枝
（
明
大
ク
ラ
ブ
）

高
屋　
照
子
（
空
気
を
み
る
か
い
）

関　
知
恵
子
（
空
気
を
み
る
か
い
）

◆
書
道
の
部

磯
野　
　
正
（
一
之
江
こ
だ
ま
長
寿
会
）

◆
手
芸
の
部

小
原
奈
美
江
（
下
鎌
田
長
寿
会
）

石
川
み
ち
江
（
さ
ざ
な
み
会
）

太
田　
陽
子
（
さ
ざ
な
み
会
）

平
川　
京
子
（
さ
ざ
な
み
会
）

田
島
千
代
子
（
花
園
会
）

山
本
三
枝
子
（
二
之
江
中
央
ひ
ま
わ
り
会
）

前
原　
勝
子
（
五
仲
熟
年
ク
ラ
ブ
）

小
山　
敬
子
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
若
竹
）

◆
工
芸
の
部

岩
田
貢
司
郎
（
一
之
江
上
親
交
長
寿
会
）

◆
写
真
の
部

小
笠
原
多
加
男
（
神
明
長
生
会
）

 令和６年度　熟年文化祭　 ～歌に踊りに作品展示　高齢者の祭典～
令和７年２月５日 ( 水 ) ～６日 ( 木 ) に総合文化センター令和７年２月５日 ( 水 ) ～６日 ( 木 ) に総合文化センター

にて、熟年文化祭が盛大に開催されました。にて、熟年文化祭が盛大に開催されました。
今年も 698点の見事な作品が所狭しと飾られ、会場内を今年も 698点の見事な作品が所狭しと飾られ、会場内を

彩りました。ホールでは177団体・2067名の出演者による彩りました。ホールでは177団体・2067名の出演者による
華麗な舞や息の揃った合唱が会場を盛り上げていました。華麗な舞や息の揃った合唱が会場を盛り上げていました。

また演目終了後は、穂高荘・塩沢江戸川荘の宿泊券や特産また演目終了後は、穂高荘・塩沢江戸川荘の宿泊券や特産
品などが当たる「おたのしみ抽選会」が行われ、大いに盛り品などが当たる「おたのしみ抽選会」が行われ、大いに盛り
上がりました。上がりました。

また来年度も皆様の参加を心からお待ちしています。また来年度も皆様の参加を心からお待ちしています。

く
す
の
き
ク
ラ
ブ
入
賞
者
紹
介（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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◆
俳
句
の
部

宮
入　
　
朗
（
西
葛
西
若
草
会
）

谷　
　
信
子
（
く
る
み
会
）

◆
短
歌
の
部

横
山　
利
重
（
上
小
岩
六
東
長
寿
会
）

銅
賞

◆
絵
画
の
部

八
月
朔
日
公
子
（
司
親
和
会
）

佐
藤　
貞
夫
（
空
気
を
み
る
か
い
）

清
水　
正
平
（
空
気
を
み
る
か
い
）

斉
藤
恵
美
子
（
空
気
を
み
る
か
い
）

十
川　
幸
子
（
空
気
を
み
る
か
い
）

◆
書
道
の
部

髙
𣘺　
德
子
（
新
堀
延
寿
会
）

◆
手
芸
の
部

佐
藤　
和
子
（
一
之
江
長
寿
会
）

押
坂
美
喜
子
（
東
松
一
丁
目
ク
ラ
ブ
）

内
山　
好
子
（
扇
子
田
長
寿
会
）

岩
渕
ユ
リ
子
（
明
大
ク
ラ
ブ
）

及
川　
チ
エ
（
さ
ざ
な
み
会
）

斉
藤
八
重
子
（
宇
喜
田
第
二
住
宅
五
和
会
）

田
邉　
直
美（
清
新
北
ハ
イ
ツ
若
葉
ク
ラ
ブ
）

感
動
賞

◆
書
道
の
部

磯
野　
　
正
（
一
之
江
こ
だ
ま
長
寿
会
）

◆
手
芸
の
部

佐
藤　
タ
カ
（
船
堀
親
和
会
）

三
枝　
益
子
（
桑
住
ゆ
う
ゆ
う
）

◆
写
真
の
部

花
塚　
勝
美
（
桑
住
ゆ
う
ゆ
う
）

◆
俳
句
の
部

志
村　
和
夫
（
西
一
之
江
ク
ラ
ブ
）

河
合　
寿
子
（
白
寿
会
）

植
松　
容
子
（
新
堀
延
寿
会
）

 令和６年度　熟年文化祭　 ～歌に踊りに作品展示　高齢者の祭典～
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美
恵
多
会

美
恵
多
会
（
小
岩
地
区
）

（
小
岩
地
区
）

　

今
回
お
邪
魔
し
た

美
恵
多
会
で
は
、
奇

数
月
の
第
３
火
曜
日

に
、
ろ
く
な
か
会
館

に
て
朗
読
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
21
日
（
火
）、

会
場
に
は
13
人
の
会

員
が
集
ま
り
、
温
か

い
お
茶
と
お
茶
菓
子

が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
浅

輪
民
江
先
生
が
季
節

に
合
わ
せ
て
選
ば
れ

た『
雪
お
ん
な
』『
ち
っ

ち
ゃ
な
か
み
さ
ん
』

の
２
作
品
が
約
１
時
間
か
け
て
朗
読

さ
れ
ま
し
た
。

　
朗
読
中
は
机
の
軋
む
音
が
聞
こ
え

る
ほ
ど
の
静
寂
の
中
、
浅
輪
先
生
の

重
く
深
い
声
に
会
場
に
い
た
全
員
が

の
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

1
作
目
と

し
て
小
泉
八

雲
作
『
雪
お

ん
な
』
が
読

ま
れ
ま
し
た
。

　
吹
雪
の
中
、

父
は
雪
女
に

殺
さ
れ
た
。

1
年
後
、
残

さ
れ
た
息
子
は
雪
女
に
よ
く
似
た
女

に
惹
か
れ
、
酔
っ
た
勢
い
で
当
時
の

出
来
事
を
話
す
が
…
。
室
内
に
も
関

わ
ら
ず
、
身
も
心
も
凍
り
そ
う
な
恐

ろ
し
さ
に
思
わ
ず
息
を
呑
み
ま
し

た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
、
平
岩
弓
枝

作
『
ち
っ
ち
ゃ
な
か
み
さ
ん
』
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
三
世
代
続
い
た
料
理
屋
の
一
人
娘

お
京
は
20
歳
と
な
り
、
数
々
の
縁
談

が
舞
い
込
ん
で
い
た
が
心
に
決
め
た

相
手
が
い
た
。
相
手
は
か
つ
ぎ
豆
腐

売
り
の
信
吉
。驚
く
両
親
だ
っ
た
が
、

な
ん
と
信
吉
か
ら
断
ら
れ
…
。

　
35
分
の
朗
読
は
、
内
容
の
面
白
さ

に
浅
輪
先
生
の
引
き
込
ま
れ
る
よ
う

な
読
み
が
合
わ
さ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
ら
れ
る
よ

う
な
活
動
を
、
皆
さ
ん
も
見
つ
け
て

み
ま
し
ょ
う
！

　
昨
年
の
都
内
の
交
通
事
故
の
う
ち

約
４
割
が
、
高
齢
者
が
関
係
し
た
事

故
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
６
割
は
、
高
齢
者
側
が
歩
行

者
の
事
故
と
な
り
ま
す
。

　
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
日
ご
ろ

か
ら
次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
横
断
歩
道
の
歩
行
や
、
車
の
運
転

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
で
は
『
予
測
』

に
応
じ
て
行
動
す
る
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
見
切
り
発
車
や
見
切

り
横
断
は
、
大
変
な
事
故
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
今
一
度
、

信
号
を
確
認
・
左
右
の
安
全
確
認
を

し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
横
断
禁
止
場
所
の
横
断
は

大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
必
ず
横

断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

2
夕
方
・
夜
間
に
外
出
す
る
際
は
、

明
る
い
色
の
服
や
反
射
材
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
反
射
材
を
貼
る
場
所
は
、
靴
の
か

か
と
、
杖
の
柄
、
車
い
す
の
ハ
ン
ド

ル
の
後
ろ
や
ボ
デ
ィ
、
自
転
車
の
前

後
の
車
輪
へ
装
着
す
る
と
非
常
に
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
自
転
車
は
必
ず

ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
命
を
守
る
た
め
に
、
交
通
ル
ー
ル

や
普
段
の
自
分
の
行
動
を
再
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

クラブ独自の活動で、会の動きを活性化！クラブ独自の活動で、会の動きを活性化！
クラブにお邪魔してきました♪

～
命
を
守
る
日
頃
の
意
識
を
～

～
命
を
守
る
日
頃
の
意
識
を
～
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文
献　
『
地
名
の
は
な
し
』

�

江
戸
川
区
教
育
委
員
会
編

～江戸川区の昔話特集②～～江戸川区の昔話特集②～
皆さんは江戸川区の地名や建物名の由来を知ってい皆さんは江戸川区の地名や建物名の由来を知ってい
ますか？慣れ親しんだ土地や建物でも、由来や起源ますか？慣れ親しんだ土地や建物でも、由来や起源
は知らないといった方も多いのではないでしょうか。は知らないといった方も多いのではないでしょうか。
ここでは江戸川区の地名や建物名にまつわる話・書ここでは江戸川区の地名や建物名にまつわる話・書
籍を紹介します。籍を紹介します。

い
つ
し
か
に
夏
の
あ
は
れ
と
な
り
に

け
り
乾
草
小
屋
の
桃
色
の
月

　

白
秋
自
身
の
手
に
な
る
年
譜
に

は
、「
こ
の
一
年
つ
ぶ
さ
に
雀
と
哀

楽
す
。
赤
貧
も
と
よ
り
な
り
」
と
書

か
れ
ま
し
た
。
極
貧
の
三
谷
時
代
、

し
か
し
、
高
雅
な
詩
精
神
を
も
ち
つ

づ
け
て
、
自
ら
の
芸
術
の
基
盤
を
築

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
開
墾
地

名
サ
ン
ヤ
に
ふ
さ
わ
し
い
一
年
だ
っ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

北
原
白
秋
が
小
岩
に
移
り
住
ん
だ

年
、
永な
が

井い

荷か

風ふ
う

は
慶
応
義
塾
の
教
授

を
辞
し
て
い
ま
す
。
大
正
９
年

（
１
９
２
０
）
か
ら
昭
和
20
年
（
１
９

４
５
）
ま
で
麻
布
市
兵
衛
町
に
住
ん

だ
荷
風
は
、
戦
後
市
川
市
へ
移
り
ま

し
た
。
彼
の
日
記
『
断だ
ん

腸ち
ょ
う

亭て
い

日に
ち

乗じ
ょ
う』

に
は
、
江
戸
川
区
の
様
子
を
書
い
た

記
事
も
多
く
、
昭
和
22
年
こ
ろ
か
ら

頻
繁
に
小
岩
を
散
策
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「（
昭
和
二
十
二
年
）
三
月
初
六
。

灯
刻
小
岩
の
洋
服
屋
田
中
を
訪
ひ
、

夏
服
注
文
。
新
円
封
鎖
前
せ
め
て
物

品
に
代
へ
置
か
む
と
思
へ
ば
な
り
。

夜
暖
に
し
て
月
お
ぼ
ろ
な
り
。
江
戸

川
の
風
景
甚
よ
し
」

　

こ
の
年
９
月
、
カ
ス
リ
ン
と
名
付

け
ら
れ
た
台
風
が
関
東
を
襲
い
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
「（
同
年
）
九
月
二
十
日
。
省
線
電

車
昨
夜
深
更
よ
り
平
井
小
岩
の
間
運

転
中
止
と
な
る
。
今
朝
小
岩
の
街
路

濁
水
人
の
胸
に
至
る
と
言
」

　

江
戸
川
区
で
は
、
総
面
積
の
60
％

が
浸
水
区
域
に
な
り
、
床
上
約
２
万

戸
、
床
下
約
１
万
戸
が
浸
水
、
被
害

者
は
人
口
の
約
70
％
に
あ
た
る

13
万
３
０
０
０
人
に
達
し
ま
し
た
。

水
が
引
く
ま
で
に
20
日
も
か
か
り
ま

し
た
。

　
「（
昭
和
二
十
三
年
）九
月
十
八
日
。

十
六
夜
の
月
を
見
む
と
て
江
戸
川
堤

よ
り
小
岩
の
町
を
歩
む
」

　
「（
昭
和
二
十
四
年
）
五
月
初
二
。

午
後
小
岩
辺
散
策
。
そ
ら
豆
花
ざ
か

り
。
麦
熟
せ
ん
と
す
」

　

荷
風
の
小
岩
散
策
は
、
昭
和
22
年

に
46
回
、23
年
に
42
回
を
数
え
ま
す
。

は
じ
め
は
水
郷
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ

て
い
た
荷
風
も
、
し
だ
い
に
小
岩
、

新
小
岩
の
闇
市
の
雑
踏
の
中
を
好
ん

で
さ
ま
よ
い
歩
い
て
い
た
よ
う
で
し

た
。
そ
の
風
俗
史
的
描
写
は
、
今
も

読
む
者
に
時
代
の
空
気
を
い
き
い
き

と
伝
え
て
い
ま
す
。

『
サ
ン
ヤ
②
』

『
そ
ら
豆
の
花
』
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　４月から下記小学校にて、地区リズム運動教室を開催中です。広々とした体育館でリズム運動を楽しむこ
とができるので、ぜひご参加ください。リズム運動で楽しく、健康的な体づくりを目指してみませんか。

【対 象】区内在住の 60 歳以上でリズム運動経験者
【費 用】無料　
【参加方法】直接会場へお越しください

　 令和７年度　地区リズム運動教室　スケジュール予約なしで
参加可能！

くすのきクラブ

会 員 募 集！
お住まいの地域にあるくすのきクラブをご存じですか？
くすのきクラブは区内在住の60歳以上の高齢者が、健康づくりや仲間づくりを目的に集まった
クラブです。おおむね、町会や自治会の区域ごとに結成されています。
定年を迎えた後、「何をすればいいだろう」「外に出るきっかけが欲しい」と思っている方はぜひ、
くすのきクラブに入会して、仲間と共に充実したシニアライフを過ごしてみませんか？
 【問い合わせ事務局】区役所生きがい係　TEL.03（5662）0039

小学校 曜日 開始 開催日程 小学校 曜日 開始 開催日程

松江小学校 日 10 時 ６/15・９/ ７・10/19 東小岩小学校 日 13 時 ６/15・９/21・10/19

第三松江小学校 土 10 時 ６/ ７・９/ ６・10/11 西小岩小学校 日 10 時 ６/ ８・９/ ７・10/ ５

小松川小学校 日 10 時 ６/ ８・９/ ７・10/ ５ 下鎌田小学校 土 10 時 ６/14・10/18

平井西小学校 土 10 時 ６/ ７・９/20・10/18 南篠崎小学校 日 13 時 ６/ ８・９/ ７・10/19

船堀第二小学校 日 10 時 ６/ １・９/ ７・10/ ５ 篠崎第二小学校 日 10 時 ６/ ８・９/ ７・10/ ５

第二葛西小学校 土 10 時 ６/28・９/20 篠崎第四小学校 土 13 時 ６/ ７・９/ ６・10/ ４

西葛西小学校 日 10 時 ６/ ８・９/21・10/ ５ ※都合により開催日程は中止となる場合があります。　
※７・８月は全会場で休止となります。

【問い合わせ】区役所生きがい係　☎ 03（5662）0039　 ※各小学校へのお問い合わせはご遠慮ください。
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広報部員コーナー
～鹿骨地区～

編 

集 

後 

記

本
紙
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
御
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
倍
旧
の
御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

『
我
が
地
域
の
誇
り
』

く
す
の
き　

西
篠
崎
東
寿
会　

 

小
西　

洋
子

今
年
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
か
ら
30
年

の
節
目
を
迎
え
、
ま

た
東
日
本
大
震
災
か

ら
14
年
、
能
登
半
島

地
震
発
生
か
ら
1
年

に
な
り
ま
す
。「
忘

れ
な
い
」「
伝
え
る
」

「
活
か
す
」「
備
え
る
」

「
繋
ぐ
」
に
加
え
「
き

ず
な
・
支
え
合
う
心
・
優
し
さ
・
思

い
や
り
」
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
所
は
小
岩
で

す
。
住
ん
で
い
た
所
は
田
ん
ぼ
・
公

園
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
今
は
面

影
も
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
と
と
も
に

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幼
な
じ

み
と
は
、
今
で
も
親
睦
を
深
め
て
い

ま
す
。
現
在
、
西
篠
崎
に
住
ん
で
お

り
ま
す
。
篠
崎
公
園
に
囲
ま
れ
て
縁

豊
か
で
す
。
四
季
折
々
の
草
花
が
咲

き
、
朝
は
早
く
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
、

散
歩
を
し
て
い
る
と
、
懐
か
し
い
友

や
会
員
さ
ん
と
出
会
い
、
話
に
花
が

咲
き
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
方
の
所
に

お
邪
魔
し
て
近
況
の
話
を
し
、
く
す

の
き
の
話
を
す
る
と
、
私
も
参
加
し

て
み
た
い
と
入
会
し
て
く
だ
さ
る
方

も
お
り
ま
す
。
篠
崎
公
園
の
中
に
藤

棚
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
所
に
10
数

人
集
ま
っ
て
き
て
談
話
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
は
病
気
の
話
、
薬
の
話
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。
ま
た
輪
投
げ
の
練

習
で
は
地
域
の
小
学
生
が
数
人
集

ま
っ
て
き
て
「
頑
張
れ
」
と
、
点
数

を
計
算
し
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。
96

歳
の
澄
川
さ
ん
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
次

回
の
誕
生
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん

に
聴
か
せ
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。ほ

か
に
も
地
域
に
は
「
世
界
が
認

め
る
マ
ジ
シ
ャ
ン
」
が
住
ん
で
お
り

ま
す
。
新
年
会
で
シ
ョ
ー
を
や
っ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
感
動
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ん
と
健
康
第
一
で
励
ま
し
あ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
が
始
ま
り
、
は
や
２
カ
月
が
過

ぎ
、
く
す
の
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
も

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、

ク
ラ
ブ
の
情
報
紙
で
も
あ
る
本
紙
で
す

が
、
昨
今
の
紙
の
価
格
高
騰
に
よ
り
本
号

か
ら
Ａ
４
判
、
12
面
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
ま

で
同
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
茶
話
会
な

ど
で
活
用
し
て
新
し
い
話
題
や
記
事
に
な

る
よ
う
な
事
項
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

【
広
報
部
長
　
赤
羽
根
　
智
英
子
】

美
恵
多
会
の
『
小
さ
な
朗
読
会
』
も
２

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
第
５
回
に
は
、
前

生
き
が
い
係
の
大
草
梨
那
さ
ん
を
迎
え
、

平
岩
弓
枝
作
『
ち
っ
ち
ゃ
な
か
み
さ
ん
』

が
朗
読
さ
れ
、
そ
の
健
気
な
姿
に
思
わ
ず

泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
事
を
浅
輪

先
生
に
お
話
し
す
る
と
「
私
も
そ
う
で
し

た
」
と
…
。

感
情
を
お
さ
え
ら
れ
る
ま
で
読
み
返

す
。
朗
読
の
世
界
の
深
み
を
感
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

【
広
報
副
部
長
　
杉
田
　
龍
史
】

第
22
回
合
唱
祭
で
令
和
６
年
度
が
一
区

切
り
し
、
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２

カ
月
経
っ
て
、
爽
や
か
な
季
節
の
訪
れ
を

期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
は
も
う
夏
支

度
で
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
徐
々
に
、

な
る
べ
く
早
く
、
夏
に
対
応
で
き
る
体
を

つ
く
っ
て
、
酷
暑
に
対
す
る
抵
抗
力
を
養

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
広
報
副
部
長
　
橘
　
　
ナ
ホ
】
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１．シクラメンのかほり（作詞：小椋佳　作曲：小椋佳）
２．世界に一つだけの花（作詞：槇原敬之　作曲：槇原敬之）
３．川の流れのように（作詞：秋元康　作曲：見岳章）
４．涙そうそう（作詞：森山良子　 作曲：BIGIN）
５．青春時代（作詞：阿久悠　作曲：森田公一）

６．若いふたり（作詞：杉本夜詩美　作曲：遠藤実）
７．ペチカ（作詞：北原白秋　作曲：山田耕筰）
８．大きな古時計（作詞：保富康午　作曲：Henry Clay Work）
９．浜千鳥（作詞：鹿島鳴秋　作曲：弘田龍太郎）

第23回の合唱祭曲目リスト

く
す
の
き
川
柳

五
色
沼
太
り
す
ぎ
だ
よ
錦
鯉

�（
鹿
骨
地
区
研
修
旅
行
磐
梯
熱
海
温
泉
に
て
）

く
す
の
き
西
篠
崎
東
寿
会
　

�

多
賀
谷
徳
雄

随
筆
・
随
筆
・

　
川
柳
大
募
集
！

　
川
柳
大
募
集
！

【
随
筆
の
応
募
方
法
】

原
稿
（
５
０
０
～
６
０
０
字
程

度
）
と
顔
写
真
を
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

原
稿
に
は
必
ず
ク
ラ
ブ
名
・
氏

名
・
題
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
川
柳
の
応
募
方
法
】

ハ
ガ
キ
に
川
柳
１
作
品
、
ク
ラ

ブ
名
・
氏
名
を
ご
記
入
し
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
※
川
柳
は

楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
】

区
役
所
福
祉
推
進
課
生
き
が
い
係

〒
１
３
２-

８
５
０
１

江
戸
川
区
中
央
１-

４-
１

☎︎
５
６
６
２-

０
０
３
９

第22回 合唱祭第22回 合唱祭
第22回合唱祭が、３月１日（土）に総合文化センター大ホールにて開催されました。江戸川ギ

ター・マンドリンクラブの皆さんによる生演奏に合わせて全３部、総勢2100人の朗らかな歌
声がホールに響きました。

会場ではミニコンサートも行われ、懐かしい曲を楽しむ一日となり、アンコールもあり、大変
盛況でした。今年度の課題曲は下記のとおりになります。皆さんの参加をお待ちしております！
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